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 秋山　忍（AKIYAMA Shinobu）

研究のために分類学者はたくさんの標本を集めてきた．標本が自らの研究を証拠付ける，いわゆる物
証という理解が進んだためである．管理するのも比較的やさしい植物の保存法といえば，おし葉標本を
おいて他にない．おし葉標本は植物に圧を加えて乾燥したもので，変色もするし，一部の多肉質の植物
では変形もしてしまう．しかし，多くの植物ではおし葉標本でその植物のかたちを調べることができる．
また，同じサイズの台紙に貼って保存できるので，収納のためのスペースは，液浸標本など他の形態の
植物標本に比べ最小で済むとい
う利点がある（図1，2，3）．
おし葉標本を研究の素材とし
て利用するようになったのは
ヨーロッパが最初で，16世紀に
入ってからと考えられている．
イタリアのボローニャとピサの
大学で植物を研究した，本草学
者ルカ・ギーニ（1490?～1556）
は，1551年に台紙におし葉をゴ
ム糊で貼った標本をマッティオ
リという学者に送ったという記
録が残る．その頃，ギーニは約

図1（左）．ヤマハギのおし葉標本．約43cm
×30cmの大きさの台紙に貼られている．国
立科学博物館所蔵．

図2（右）．おし葉標本の収蔵状況．
おし葉標本は種ごとに棚に配架さ
れている．国立科学博物館．
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300点のおし葉標本を所持していたといわれてい
るが，残念ながら彼の標本は現存しないらしい（大
場 1996）．
日本でおし葉標本を作成し研究に役立てたの

は，19世紀以後のことである．オランダのナチュ
ラリス生物多様性センターには伊藤圭介などの日
本人が作成したおし葉標本が保管されている（図
4，5）．圭介が師事したシーボルトがもたらした
標本だが，日本でのおし葉標本作りが，西洋から
の影響によるものか，独自に生み出されたものな
のか，はっきりしない．
今日のおし葉標本は，植物を一点ずつ台紙に

図3．植物標本室．コンパクターに標本ケースがぎっしり設
置されている．国立科学博物館．

図4（左）．伊藤圭介が作成したお
し葉帖．オランダ，ナチュラリス
生物多様性センター所蔵．

図5（右）．伊藤圭介が作成し
たおし葉帖（図4）に貼られ
ているタケニグサの標本．

図6．1543/44年に作成されたおし葉帖に貼られているトマトの標本（右上）．
当時のおし葉帖は，ふつう1ページに数種の植物が貼られている．オラン
ダ，ナチュラリス生物多様性センター所蔵．

貼っているが，こうした標本が作ら
れる以前は，領地や荘園などに産す
る植物を，ちょうと写真アルバム
のように貼りつけた図鑑のような
おし葉帖が主流だった（図 6）．こ
の種のおし葉帖は，「冬の庭園」と
か「生きた本草書」と呼ばれてい
た．おし葉，またはそれを収集した
植物標本室を意味するハーバリウム
（herbarium）という言葉が印刷物の
なかで最初に登場するのは，1694

年に刊行されたフランスの植物学者
トゥヌフォールが著した『基礎植物
学』であった．

17世紀後半からは，それまで個
人で収蔵してきた標本が，次第に植
物園や博物館などの公的施設に保管
されるようになっていった．それに
ともない，標本は植物学や植物に関
心をもつ多くの人たちが利用できる
ようになり，時代が下るとともにお
し葉標本の研究財としての重要性は
高まってきている．
産地や採集年月日が記された標本
は，各種の分布の変遷や消長を示す
唯一の証拠物件といってもよい（図
7）．変異性の研究は，標本なしには
詳細な研究をすることは不可能であ
る．また，乾燥した標本は，軟化処
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理をすることで花の微細構造などを調べる分析研究の重要な研究材料になっている（図8）．とくに花
粉の微細構造の研究では，大半がおし葉標本から採取した花粉によっている（図9）．
歴史的蓄積物でもあるおし葉標本は，今後も先端科学のなかで研究財として重要な役割を担うことが

期待される．そのため，世界最大のおし葉標本をもつイギリスのキュー王立植物園等では，コレクショ
ンの一層の充実が図られている．
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初めて植物に学名を与えた日本人　伊藤篤太郎

Tokutaro Ito，A Japanese who gave a scientific name for plants for the first time

 岩津 都希雄 （IWATSU Tokio）

伊藤圭介は江戸時代後期から明治時代前中期にかけて活躍した尾張名古屋出身の本草学者，植物学者
で，その名は地元名古屋を中心によく知られている．一方，その孫の伊藤篤太郎となると，これまで「伊
藤圭介の孫」としての肩書きに甘んじ続けていたのが正直の所であり，偉大なお祖父さんの陰に隠れ，
盛んな圭介研究と比べてあまり研究対象にされて来なかったのは事実である．しかしながら，篤太郎が
日本の植物学史や博物学史に残した足跡は決して小さくはない．
本稿では，篤太郎が残したこれらの業績を紹介しつつ，篤太郎がどのような研究者人生を歩んだかと
いうことを簡単に述べたい．なお，詳しくは拙著『伊藤篤太郎―初めて植物に学名を与えた日本人―（改

図7（左）．おし葉標本の産地デー
タから作成されたヤマハギの分布
図（Akiyama 1988）．

図 8（中）．おし葉標本から得
た花で調べた日本各地のヤマ
ハギの花（A）と花弁（旗弁B， 
C）のかたち（Akiyama 1988）．

図 9（右）．おし葉標本から得
た花粉で調べたハギ属6種の花
粉の表面構造（Akiyama 1988）．


